




令和５年度第２回
大分県ツーリズム戦略推進会議

大分県商工観光労働部
観光局 観光政策課

日時：令和５年１１月１３日（月）１５時００分～
会場：ソレイユ ６階つばき

1



１．宿泊客等・最近の動向について
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大分県の観光概況
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大分県の観光概況
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●H25:「大分県ツーリズム戦略」策定
「おんせん県おおいた」商標登録

【日本人宿泊者の発地別割合】（大分県観光統計調査）
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（大分県観光統計調査）

●H23:
東日本大震災

●H27:デスティネーション
キャンペーン、OPAM誕生、
大分駅ビル開業 ●H30:国民文化祭、

世界温泉地サミット

●R1:RWC2019開催、
日韓関係悪化

●R2～:新型コロナウイルス
感染拡大、入国制限

88%94% 95% 94% 93% 90% 81% 81% 97% 99%85%

5%6% 12%6% 7% 19%10% 19% 15% 3% 1%

＊R2.4～政府による水際対策の強化、R4.6～観光目的の入国再開、
R4.10～大幅緩和

H23は
中国含む

（単位：千人）

＊H23から
現在の方法
により調査

【宿泊者数の推移】

（観光庁 宿泊旅行統計調査）

●H28:熊本地震

H23は
タイ含む

（単位：％）

【傾向、分析】
・コロナ禍前のR1は、H23と比べて、日本人は約74万人増(12.3％増)、外国人は約85万人増(236.2％増)。R2以降は大幅減

・日本人の発地別では、県外の割合が年々増加。コロナ禍以降は県内を含む九州の割合が増加

・外国人の発地別では、最も高い韓国がR1の日韓関係悪化により減少

・コロナ禍では、近隣圏域での観光や自然志向の高まりなど、新たな旅のスタイルが普及

日本人延べ宿泊者数（千人） 5,961 5,813 6,301 5,701 6,614 6,025 5,963 6,332 6,696 4,698 4,135 6,132
外国人延べ宿泊者数（千人） 359 310 410 400 774 827 1,387 1,442 1,207 162 25 170
合計（千人） 6,320 6,123 6,711 6,101 7,388 6,852 7,350 7,774 7,903 4,860 4,160 6,302

97%

3%

大分県の観光概況
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【大分県観光消費額と観光消費単価の推移】（観光庁共通基準による観光入込客統計）

【九州各県の訪日外国人の観光消費単価（Ｒ1）】（九州における訪日外国人の消費動向）

大分県の観光概況
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２ 旅行を計画するときの情報入手先

①インターネット ②口コミ ③旅行雑誌・ガイドブック ④テレビ・ラジオ ⑤新聞広告・チラシ

令和４年度大分県観光実態調査（１）

１ 大分県を選んだ理由

①温泉 ②名所・旧跡 ③自然 ④居住地から近い ⑤食べ物

３ インターネットの情報入手先

①観光施設ＨＰ ②県・市町村ＨＰ ③じゃらんなどの口コミサイト ④ＳＮＳ ⑤動画サイト

４ 旅行での予定

①自然風景鑑賞 ②名所・旧跡、寺社 ③グルメ ④温泉宿に宿泊 ⑤まち歩き

５ 大分県に来訪した回数

初めて３５．６％ ２回１３．９％ ３回１２．０％ ４回３．４％ ５回以上３３．９％

県内の観光地を訪問している観光客6,879人(男性3,639人 女性3,240人)に調査を実施
（20歳未満:1.6％、20歳代：10.3％、30歳代：15.2％、40歳代：18.5％、50歳代：20.0％、60歳以上34.3％）

【調査結果】

６ 大分県までの交通手段

①自家用車 ②飛行機 ③レンタカー ④ＪＲ ⑤フェリー

７ 立ち寄り市町村

①別府市 ②由布市 ③宇佐市、大分市 ⑤中津市
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９ 県内での宿泊日数

１泊７２．３％ ２泊１３．３％ ３泊以上６．８％

令和４年度大分県観光実態調査（２）

８ 県内の交通手段
①自家用車 ②レンタカー ③バイク ④貸切バス ⑤路線バス

10 県内で宿泊した市町村

①別府市 ②由布市 ③大分市 ④九重町 ⑤日田市

11 県内での宿泊施設

①ホテル ②旅館 ③キャンプ場 ④車中・交通機関内泊 ⑤ペンション・民宿

12 旅行にかかる費用

（１）日帰り旅行（平均約５，４６４円）

１，０００円未満５．０％ １，０００～３，０００円未満２２．６％

３，０００～５，０００円未満２０．１％ ５，０００～１０，０００円未満２８．５％

１０，０００円以上１７．９％

（２）宿泊旅行（平均約４９，６０２円）

２万円未満２５．５％ ２～３万円未満１８．１％ ３～４万円未満１１．９％

４～５万円未満９．３％ ５～１０万円未満２２．４％ １０～１５万円未満６．８％

１５～２０万円未満２．５％ ２０万円以上１．４％
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令和４年度大分県観光実態調査（３）

14 再来訪意向

大変思う３４．３％ 思う５８．３％ やや思う４．９％ あまり思わない１．７％

全く思わない０．２％

15 大分県の観光・レジャーについて改善してほしい点

①交通渋滞、駐車場の確保 ②食事・買物スポットの充実 ③公衆トイレ（清潔さなど）

④案内看板充実 ⑤Ｗｉ－Ｆｉの充実 ⑥インターネットでの観光情報充実

⑦観光地までの移動手段の充実 ⑧観光施設の設備・サービス ⑨ユニバーサルデザイン

13 総合的に見た満足度

非常に満足３４．３％ 満足５３．９％ やや満足９．１％ 不満１．４％ 非常に不満０．２％
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最近の動向
①じゃらんリサーチセンターが実施している「宿泊旅行調査、都道府県魅力度ランキング総合満足
度（2023年）」で、大分県が４年ぶりに総合満足度１位を獲得
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②令和5年度大分県地域資源活用型観光サービス開発支援事業費補助金 採択事業一覧
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※予算2,000万円
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③令和5年度宿泊業経営力強化加速化事業費補助金 採択一覧

13

※予算2,500万円

事業者 事業名 取組内容 交付決定額(千円)
※上段()は事業費

1
株式会社ますの井
（ホテルますの井）
[豊後大野市]

セルフ精算機の導入によるフロント
業務の生産性向上事業

フロント前の滞在時間を短縮させ混雑を和らげて、お客様の不満解消につなげるとともに、スタッフの業務省 化につなげ、
オペレーションを効率化する。
・セルフ精算機の導入

（5,125）
2,500

2
株式会社玉の湯
（湯布院玉の湯）
[由布市]

 舗旅館のDXへの挑戦
予約・会計システムのクラウド化を実施し、生産性向上を図るとともに、柔軟な働き方を可能とし、労働条件の向上及び人
材の新規雇 を う。
・予約・会計システムのクラウド化

（4,304）
2,000

3
株式会社フィガロハウス
（ホテル風早）
[日田市]

業務まるごと DX 化による生産性
向上事業

  会場へのご案内や料理提供のオペレーションをＤＸ化することで業務を効率化し、確保できる時間で従業員への再
教育を い、インバウンド対応等に係る受け れ体制強化を図る。
・オーダーエントリーシステムの導入、オーダーインカムの購入、予約会計システムの導入、お掃除ロボットの購入

（1,174）
587

4 （旅館　ゆのもと荘）
[九重町] 質を落とさず業務効率化   不 による業務逼迫を理由に接客 での質を落とさないために、 性能機器を導 して 産性向上を図る。

・お掃除ロボットの購 、超低温冷凍庫の導 、真空包装機の導 
（1,783）

891

5
株式会社望海荘
（悠彩の宿望海）
[別府市]

  不 に対応するための業務
省 化の取組

 常業務の省 化により、チェックインとチェックアウトを円滑に進めるとともに、館内の巡回確認及びカード決済処理業務の
軽減を図る。
・屋外・屋内カメラと録画機の導入、新キャッシュレス決済端末の導入

（4,003）
2,000

6
株式会社別府温泉ホテル
（シーサイドホテル 美松 大江亭）
[別府市]

新しい機械導 による、業務効率
化の取組

宿泊客が 由に氷を利 できる環境を整え、フロントスタッフが客室まで氷を運ぶ業務を省 化するとともに、調理機器の
導入より厨房の生産性を向上し、メンテナンス動画を作成して指導方法をDX化する。
・製氷機の導入、スーパーフリーザーの導入、新人教育用のメンテナンス動画の作成

（2,311）
1,155

7
有限会社おおはし（由布の彩
YADOYA おおはし）
[由布市]

生産性向上と働き方改革の取組 厨房内の新機械、客室清掃時に使 する機器の導 等により作業効率を上げることで、従業員の働き 改 を う。
・グラス用食器洗浄機の導入、卓上真空包装機の導入、背負い型掃除機、浴室等電動掃除機の導入

（2,936）
1,468

8
株式会社山結
（山荘 神和苑）
[別府市]

新しい機械導 による調理場の
  不 解消に向けて

厨房内の調理機器を導 することで仕込み作業を効率化し、調理スタッフの 産性向上及び  不 の課題を解決す
る。また、厨房の 産性向上により、喫 率を上げて、売り上げを向上する。
・ブラストチラー＆ショックフリーザーの導 、プレハブ冷蔵庫の導 

（4,245）
2,000

9
F･K･Sカンパニー株式会社
（MURE　Beppu)
[別府市]

宿泊施設設備DX化による業務
省 化事業

施設整備をDX化することで、清掃・フロントスタッフの業務を省 化し、スタッフの接客や 品質な施設清掃による宿泊客
満 度向上を実現し、客室単価・リピート率・直接予約及び売上上昇を図る。
・お掃除ロボットの購入、清掃モニターシステムの開発、導入、自動チェックイン機の導入、パスワード式ルームキーの導入

（4,000）
2,000

10
有限会社秀月
（筋湯温泉　秀月）
[九重町]

  不 対策としてＤＸ化による
生産性向上及びサービス低下防
止

客室等の清掃業務及び目視でのお客様到着確認等の人的作業及びお客情報の共有や指示出し等のＤＸにより業務
省 化を図るとともに新 研修を効率化する。
・清掃ロボットの購入、屋外カメラの導入、インカムの購入、研修用動画マニュアル作成、コーヒーメーカーの購入

（1,886）
943

一

次
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11

株式会社　松秀
（潮騒の宿　晴海、GAHAMAテラ
ス）
[別府市]

食事処　オーダーエントリーシステ
ム導入事業

 書き伝票による「オーダー取り」「調理場への伝達」をDX化することで、お席へのスムースな誘導や正確なオーダー共有を
実現し、接遇・サービスを向上する。
・食事処でのオーダーエントリーシステムの導入

（2,618）
1,309

12
株式会社鶴田ホテル
（ホテルニューツルタ）
[別府市]

業務省 化のための背負型掃除
機の導入および生産性向上につ
ながる調理機器の導 事業

客室清掃及び廊下等パブリック清掃を効率化して清掃スタッフの作業時間短縮を図るとともに、朝 会場兼宴会場スタッ
フの無駄な移動時間を短縮して手間の低減を図る。
・背負型掃除機の導 、冷蔵庫、製氷機の導 、ディスペンサーやポッドの導 

（816）
408

13

有限会社　星生温泉
（阿蘇くじゅう国 公園　九重星 
ホテル）
[九重町]

モニター管理システム導 による 
産性向上事業

必要な場所に必要なタイミングで 員配置することで業務効率をあげ、労働時間を短縮するとともに、少ない 数でもより
 層のお客様満 度をあげるサービス提供を図る。
・モニター管理システムの導 

（4,309）
2,000

14
ホテルアーサー株式会社
（ホテルアーサー）
[別府市]

朝 提供 法変更による 産性
向上事業

レストランの提供 法をお膳形式から和洋バイキング形式変更することでフロント業務の業務負担軽減に取組み、さらに 
動チェックイン機の導 により  不 ・業務負担軽減に取組む。
・バイキング 什器の購 、業務 冷蔵の購 、セルフ精算機の導 

（4,598）
2,000

15
エリアワンエンタープライズ株式会社
（ホテルエリアワン大分）
[大分市]

 洗機導 による 出不 に対
応するための業務省 化の取組
事業

下膳後の 器等の 洗いで恒常化しているスタッフの残業を軽減するために、新たな 洗機を導 して業務効率化を図
る。
・自動食器洗浄機の導入

（780）
390

16
有限会社夢想園産業
（山のホテル夢想園）
[由布市]

温泉温度表 システム設備導 
時代に即した温泉温度表 システムを導 することにより、 効率な作業を軽減し、従業員の労働時間の確保と労働意
欲を向上させ、お客様へのサービス還元を目指す。
・温泉温度管理システムの導 

（2,450）
1,225

17
株式会社城島高原オペレーションズ
（城島高原ホテル）
[別府市]

業務省 化の為の什器・機材導
入

バゲージカートの購 やお掃除ロボットの購 により業務を省 化する。
・バゲージカートの購入、お掃除ロボットの購入

（1,385）
692

18 （湯布院六花）
[由布市]

バリアフリー化促進による宿泊客の
安全性向上事業

施設のバリアフリーにより、 腰の弱まった 齢者等が安全 に不安を感じず滞在できる体制を整備する。
・温泉浴槽の入り口と玄関の上り口に手すりを設置。

（1,090）
545

19
株式会社星野リゾート・マネジメント
（界　阿蘇）
[九重町]

業務の適正化による生産性向上
事業

 洗器購 により業務省 化を推進し、稼働率を上げることで、魅 造成やインバウンド対応強化の時間を確保する。
・自動食器洗浄機の導入

（755）
377

20
花菱ホールディングス株式会社
（界　別府）
[別府市]

界　別府　業務生産性向上事業
これまで機器不 で時間を要していた作業を削減することにより業務を効率化し、 産性を向上することで稼働率の上昇
や品質の向上を図る。
・製氷機の導入

（380）
190

一

次



④宿泊業の人材育成・確保に関する別府市旅館ホテル組合とベトナムの３大学との連携・協力の

覚書締結

別府市旅館ホテル組合連合会（会長 西田 陽一）とベトナム・ホーチミン市の３大学が、別府市
内の旅館・ホテルへの人材確保の連携・協力に関する覚書を、以下のとおり取り交わしました。

１ 日時 令和５年10月26日、27日

２ 場所 ベトナム・ホーチミン市

３ 締結した大学 ホーチミン市工業大学、ヴァンラン大学、ホーチミン市外国語・情報技術大学

４ 今後の予定 今年度中に、別府市内の旅館において、インターンシップを５人受入予定。

令和６年４月にも別の旅館にて受入を予定。以降もインターンシップの受入を

継続。受入施設の拡大を計画。

〇 その他

外国人材を含む人材確保にむけた宿泊事業者向けのセミナーを、以下のとおり開催します。

①事業者向けセミナー

日時 令和６年１月23日(火) 
場所 iichiko総合文化センター３階中会議室

②観光系専門学校担当者との情報交換（インターンシップ受入等）

日時 令和６年２月１日（木) 
場所 iichiko総合文化センターＢＦ１階県民ギャラリー
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高付加価値コンテンツの創出に向けた取組開始

●課題の洗い出し → 観光素材の磨き上げ
●モデルコース設定 → 戦略PTと連携したセールス活動

商品化と継続したコンテンツ磨き

●万博向け商品の造成促進
●万博ポータルサイト登録の促進
●セールス・プロモーション強化

令和６年度令和５年度 令和７年度

コンテンツ掘り起し

〔即活用可〕 〔磨き上げ〕

研 修

●研修会開催

〔参加者状況〕
観光や農林水産事業者、
市町村、観光協会 等

〔研修内容〕
・高付加価値の認識
・先進事例紹介
・価格設定や集客方法等に係

るノウハウ紹介
・インバウンド客受入時の留

意点 等

※取組意識の醸成や本気度の
確認

ﾏｯﾁﾝｸﾞ交流会

●研修参加者と九州内の各ランド
オペレーターとの商談・交流

〔ランドオペレーター〕
九州全域から20社程度を予定

・コンテンツ紹介 → 商品化
・商品化における課題や改善意見

等の聴取

●市町村や観光協会等関係機関
でのヒアリングを実施

●一次産業関連の体験コンテン
ツの掘り起し

商品化に向けた完成度合い等
の状況を踏まえリスト化

ﾓﾃﾞﾙｺｰｽ造成

●掘り起しや研修を通じて
得た情報から、商品化時の
対応が可能なコンテンツ等
を含めたモデルコース設定

※４コース設定予定
（春夏秋冬、各２泊３日）

セールスツール作成 セールス

●戦略PTと連携したセールス活動

商品化促進 → 改善 → セールス

⑤高付加価値化の取組
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取
組
事
例

令和５年度の取組

商品化・誘客促進

●万博を契機とした誘客促進
●セールス・プロモーション展開
●コンテンツ創出と磨き

 THE HONEY SHOP（日田）：西洋蜜蜂に

比べ飼育が難しく採蜜量の少ない日本蜜

蜂による養蜂を実施。古民家宿「森の宿

郷雲 GO-UN」にて、蜜蝋を使った石鹸・コ

スメづくり体験が可能

 ヒオウギ貝専門店 後藤緋扇貝（佐伯）：

カラフルな貝殻が珍しいヒオウギ貝の養殖

場見学のほか、店主経営のゲストハウスで

一緒に調理したり、店主のガイドで島を散策

したりも可能



２．令和６年度県政重点方針について

（令和５年１０月２４日策定）
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令和６年度県政重点方針（はじめに）

県政重点方針（旧県政推進指針）は、県政運営の長期的、総合的な指針である

長期総合計画の着実な実行を図るため、年度ごとに定めるアクションプランとし

て位置づけているものである。

これまで、県政全般の取組を「県政推進指針」として策定・公表してきたが、

今回、県民にわかりやすく情報提供するため、新規・重点の取組に絞るととも

に、イメージ写真なども掲載した「県政重点方針」として見直した。

現在、新長期総合計画の策定に向けて、県民の声を伺いながら議論を進めてい

るところであり、これらの議論との整合性にも留意し、令和６年度の取組の方向

性を示すものとして、本方針を策定した。

今後は、この方針に沿って、予算編成や組織改正等を進める。
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令和６年度県政重点方針（本県を取り巻く情勢及びそれに対応する取組）

１ 多様性を認め合い共生・共創する社会への要請

働き方や結婚などに対する価値観や、物質的な豊かさのみならず生活の質を重視するなど、幸せや豊かさに関する価値観が多様化
・高齢者がいつまでも地域で活躍できる環境の整備 ・障がい者の希望や特性に沿った地域生活や就労・自立への支援
・性的少数者等への支援強化 ・ＮＰＯとの連携や地域の支え合い活動の充実 ・住宅確保要配慮者への居住支援の推進
・誰もが安全・安心を実感できる暮らしの確立 ・「女性活躍応援県おおいた」の推進 ・こどもの力と意欲を伸ばす教育の推進
・安全・安心な教育環境の確保 ・魅力ある私立学校づくり ・大学における地域実践活動等の拡大

２ 想定を上回るスピードで進む人口減少

本県の人口は２０４５年には約９０万人まで減少（国立社会保障・人口問題研究所推計）

・こども・子育て家庭へ向けた支援策の充実 ・こどもが安心・快適に暮らせるまちづくりの推進 ・健康増進のための社会環境基盤の強化
・地域における在宅医療提供体制等の充実 ・ポストコロナに対応した海外戦略の推進 ・若年者の移住・定住促進及び地域の担い手確保

３ 地球環境問題の深刻化と自然災害の脅威

地球温暖化に伴う気候変動が様々な問題を引き起こしている

・循環を基調とする地域社会の構築 ・豊かな自然の保全と活用の推進 ・災害の頻発・激甚化や地震に備える県土強靭化の推進
・防災対策の高度化と消防力の充実強化 ・大径材の活用促進など循環型林業の構築 ・温室効果ガスの排出抑制対策等の強化
・「グリーン・コンビナートおおいた」をはじめとしたＧＸの推進 ・カーボンニュートラルポート形成の推進 ・省エネ住宅、建築物の普及促進

４ 新興感染症対策と社会経済活動の両立

新型コロナウイルス感染症の感染症法上位置づけが「２類相当」から「５類相当」へ移行

・新興感染症の発生等に備えた体制構築 ・海づくり大会の成功と次世代へつなげる取組の強化 ・創業支援や販路拡大支援等による地域経済の活性化

・福岡・大分デスティネーションキャンペーンの成功とインバウンド誘致の強化 ・多様なツーリズムの推進と宿泊業の経営基盤強化

・鑑賞機会等の充実と多面的な活用 ・伝統文化の保存・活用・継承 ・全国高等学校総合体育大会の開催 ・スポーツによる地域の元気づくり

５ 産業を取り巻く環境の劇的な変化

資源の価格高騰や円安が急激に進行

・大規模園芸団地や畜産生産基盤の重点整備等による産地拡大の推進 ・物価高騰への対応と賃上げの促進
・多様な人材の確保や雇用環境の改善等への支援 ・将来を見据えた公共交通ネットワークの整備 ・広域道路ネットワークの整備促進
・九州の東の玄関口の拠点化に向けた港湾整備 ・公共交通及び物流の維持・確保 ・半導体産業等のさらなる集積への環境整備、誘致強化

６ デジタル社会の進展と加速する先端技術の活用

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄの普及、ｺﾛﾅ禍によるﾃﾚﾜｰｸや非接触・非対面ｻｰﾋﾞｽが急速に拡大するなど、日常生活のあらゆる面でﾃﾞｼﾞﾀﾙ化が進展

・次世代空モビリティや宇宙産業等への挑戦 ・中小企業等におけるＤＸの推進
・農林水産業におけるスマート技術を活用したＤＸの推進 ・インフラ分野や行政分野におけるＤＸの推進
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１ こども・子育て
・こども・子育て家庭へ向けた支援策の充実
・こどもが安心・快適に暮らせるまちづくりの推進

２ 健康・医療
・健康増進のための社会環境基盤の強化
・地域における在宅医療提供体制等の充実

３ 高齢者、障がい者
・高齢者がいつまでも地域で活躍できる環境の整備
・障がい者の希望や特性に沿った地域生活や就労・
自立への支援

４ 人権尊重、多様な主体との協働
・性的少数者等への支援強化
・ＮＰＯとの連携や地域の支え合い活動の充実
・住宅確保要配慮者への居住支援の推進

５ 県民生活
・誰もが安全・安心を実感できる暮らしの確立

６ 環境（保護・保全活動 等）

・循環を基調とする地域社会の構築
・豊かな自然の保全と活用の推進

７ 防災減災、危機管理
・災害の頻発・激甚化や地震に備える県土強靭化の
推進
・防災対策の高度化と消防力の充実強化
・新興感染症の発生等に備えた体制構築

１ 農林水産業
・大規模園芸団地や畜産生産基盤の重点整備等による
産地拡大の推進
・大径材の活用促進など循環型林業の構築
・海づくり大会の成功と次世代へつなげる取組の強化

２ 地域経済、中小企業
・物価高騰への対応と賃上げの促進
・創業支援や販路拡大支援等による地域経済の活性化

３ 観光
・福岡・大分デスティネーションキャンペーンの成功
とインバウンド誘致の強化

・多様なツーリズムの推進と宿泊業の経営基盤強化

４ 海外戦略
・ポストコロナに対応した海外戦略の推進

５ 人材確保・育成、活躍促進（女性、シニア、外国人 等）

・多様な人材の確保や雇用環境の改善等への支援
・「女性活躍応援県おおいた」の推進

６ 芸術文化
・鑑賞機会等の充実と多面的な活用
・伝統文化の保存・活用・継承

７ スポーツ
・全国高等学校総合体育大会の開催
・スポーツによる地域の元気づくり

１ 交通ネットワーク
・将来を見据えた公共交通ネットワークの整備
・広域道路ネットワークの整備促進
・九州の東の玄関口の拠点化に向けた港湾整備
・公共交通及び物流の維持・確保

２ 企業誘致、産業集積
・半導体産業等のさらなる集積への環境整備、
誘致強化

３ 移住・定住
・若年者の移住・定住促進及び地域の担い手確保

４ カーボンニュートラル・ＧＸ
・温室効果ガスの排出抑制対策等の強化
・「グリーン・コンビナートおおいた」をはじめ
としたＧＸの推進
・カーボンニュートラルポート形成の推進
・省エネ住宅、建築物の普及促進

５ 先端技術・ＤＸ
・次世代空モビリティや宇宙産業等への挑戦
・中小企業等におけるＤＸの推進
・農林水産業におけるスマート技術を活用した
ＤＸの推進
・インフラ分野や行政分野におけるＤＸの推進

６ 教育
・こどもの力と意欲を伸ばす教育の推進
・安全・安心な教育環境の確保
・魅力ある私立学校づくり
・大学における地域実践活動等の拡大

令和６年度県政重点方針（分野別分類）

安心 元気
未来創造

安心元気
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元気分野

３ 観光

○福岡・大分デスティネーションキャンペーン
の成功とインバウンド誘致の強化

・福岡・大分デスティネーションキャンペーン期間中
におけるアートイベントの開催やクーポンの活用

・おもてなし団体等を活用したレガシーの創出

・米国を戦略国に位置付けるなど、高付加価値旅行者
の誘客強化

・訪日教育旅行の誘客強化と受入体制の充実

・大阪・関西万博を契機とした瀬戸内・関西地域との
連携強化

○多様なツーリズムの推進と宿泊業の
経営基盤強化

・アドベンチャーツーリズム・サステナブルツーリ
ズムなど、多様化する旅行ニーズに対応した受入
体制の整備

・高付加価値観光コンテンツ造成への支援

・若者、ＵＩＪターン人材、外国人等と宿泊事業者
とのマッチング促進

・ＤＸの導入による業務効率化や生産性向上に取り
組む宿泊業への支援

回復基調にある観光の完全復活に向け、大型イベント等を契機とした誘客促進に取り組む必要があります。また、観光産業の
持続的な発展に向け、新しい旅のスタイルに対応したツーリズムの推進や宿泊業の経営基盤の強化が求められています。

令和６年度県政重点方針（観光抜粋）
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